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展
示
会
「
戦
後
横
浜
の
復
興
を
支
え
た
文

化
人
た
ち
︱
牧
野
勲
を
め
ぐ
る
人
び
と
︱
」

を
、
一
一
月
二
九
日
よ
り
開
催
す
る
。
そ
の

主
人
公
で
あ
る
牧
野
勲
と
は
、
ど
の
よ
う
な

人
物
だ
っ
た
の
か
。

牧
野
勲
は
、
戦
後
の
復
興
期
か
ら
高
度
経

済
成
長
期
に
か
け
て
の
横
浜
で
、
数
々
の
文

化
行
事
や
団
体
を
立
ち
上
げ
運
営
し
た
人
物

で
、
自
伝
的
エ
ッ
セ
ー
集
『
馬
頸
楼
雑
記
』 

（
有
隣
堂
、
一
九
八
四
年
）
を
残
し
て
い
る
。

盟
友
に
、
作
家
の
北
林
透
馬
が
い
た
。

元
新
聞
記
者
の
牧
野
勲
が
戦
後
開
い
た
画

廊
喫
茶
ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
は
、
横
浜
の
文
化
人

た
ち
が
集
う
文
化
サ
ロ
ン
と
な
っ
た
。
こ
の

ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
を
拠
点
に
、
様
々
な
文
化
行

事
が
生
み
出
さ
れ
た
。
牧
野
は
そ
の
企
画
立

案
者
で
あ
り
、
ま
た
資
金
集
め
か
ら
司
会
ま

で
そ
の
運
営
も
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
。

こ
う
し
て
牧
野
が
企
画
運
営
す
る
文
化
行
事

に
よ
っ
て
、
文
化
人
や
横
浜
の
代
表
的
な
政

財
界
人
た
ち
が
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ

し
て
、
空
襲
と
占
領
・
接
収
で
荒
廃
し
た
横

浜
が
復
興
を
遂
げ
る
過
程
に
お
い
て
、
彼
ら

は
文
化
の
復
興
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

な
お
、
牧
野
勲
と
ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
以
前
に
『
横
濱
』
第
16
号
（
神
奈
川

新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
四
月
五
日
）
に
、「
戦

後
横
浜
の
文
化
サ
ロ
ン
ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
誕
生

物
語
」
と
題
し
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
そ

ち
ら
も
参
照
願
い
た
い
。

ヒ
ギ
ン
ボ
サ
ム
と
牧
野
家

こ
の
よ
う
な
牧
野
の
活
躍
の
出
発
点
は
、

ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
彼
の
生

い
立
ち
を
さ
か
の
ぼ
り
、
父
譲
の
代
の
牧
野

家
の
人
び
と
を
紹
介
し
よ
う
。

勲
が
生
ま
れ
た
牧
野
家
は
、
そ
も
そ
も
横

浜
の
イ
ギ
リ
ス
人
貿
易
商
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
ギ

ン
ボ
サ
ム
に
始
ま
る
。
彼
は
足
柄
上
郡
出
身

の
牧
野
キ
ン
と
結
婚
す
る
が
、一
八
八
一（
明

治
一
四
）
年
に
英
国
へ
帰
国
途
上
、
上
海
で

亡
く
な
る
。
二
人
の
間
に
、
譲
・
メ
イ
・
映

次
郎
・
金
三
郎
、
そ
し
て
双
子
の
兄
弟
が
お

り
、
子
ど
も
た
ち
は
母
親
の
牧
野
姓
を
名
乗

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヒ
ギ
ン
ボ
サ
ム
に
始
ま

る
牧
野
家
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
生
出
恵
哉

「
ヒ
ギ
ン
ボ
サ
ム
家
の
末
裔
た
ち
」（『
横
浜

文
芸
懇
話
会
会
報
』
牧
野
イ
サ
オ
追
悼
集
、

一
九
六
〇
年
四
月
二
一
日
）
が
詳
し
く
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
譲
・
映
次
郎 

・
金
三
郎
の
兄
弟
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

譲
（
じ
ょ
ー
）
は
、一
八
六
七
（
慶
応
三
）

年
生
ま
れ
、
一
六
歳
の
頃
、
亡
父
の
母
国
イ

ギ
リ
ス
に
親
族
を
訪
ね
る
が
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
を
経
て
ハ
ワ
イ
へ
た
ど
り
着
く
。
ハ

ワ
イ
島
の
ナ
ア
レ
フ
砂
糖
耕
地
で
成
功
し
、

耕
地
内
で
商
店
を
経
営
し
、
や
が
て
浜
村
キ

ク
代
と
結
婚
す
る
。
マ
キ
・
喜
一
・
穣
（
し

げ
る
）
が
生
ま
れ
、
や
が
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
に

病
気
が
発
生
し
て
ハ
ワ
イ
を
引
き
揚
げ
る
こ

と
に
な
り
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に

帰
国
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
一
〇
月
二
〇
日 

牧
野
家
の
人
び
と

12月20日（月）、
12月29日（水）～1月3日（月）、
1月11日（火）、2月21日（月）、3月22日（火）

◇ 休 室 日 の ご 案 内 ◇

【寄贈資料】

■伏谷　道子様1

■佐藤　芳子様2

「ネズミノヨメイリ」、「スズメ
ノオヤド」他紙芝居全11点

弔辞（神奈川県知事　内山
岩太郎→佐藤龍蔵）

■門司　梅子様4 門司亮関係資料（憲法調査会
総会議事録・帝国憲法改正諸
案及び関係文書　他126点）

■相澤　詔二様5 地券

■岩波　浩子様6 飯田九一作画〔掛軸〕「大漁
吉祥図」（鈴木武志宛）　1軸

■天野　敏博様8 『横浜市五千分之一地形図集』
■市川　雍雄様9 『屏風ヶ浦に生きる』

■青木　　温様7 「横浜・伊セ佐木町通り」昭
和14年当時（複製）

■武井　素代様3 関東大震災関係絵葉書48点、
『君が代』（高崎東尋常小学校、
大正5年10月18日）

《市史資料室たより》
　横浜市史資料室では、このたび報告書「横
浜・関東大震災の記憶」を刊行いたしました。
平成21年度に開催した展示会「横浜・関
東大震災の記憶」と、シンポジウムの成果
をまとめたものです。報告書は閲覧室でご
覧いただけます。
　また、市民情報センター（市庁舎1階）に
て1冊500円（税込）で販売しています。
ぜひ一度お手にとってご覧ください。
　横浜市史資料室では、昭和の横浜に関
する資料・図書などを取り揃えています。
調べものやお探しの資料などございました
ら、どうぞお気軽にご来室ください。皆様の
ご利用をお待ちしています。

〈写真集「昭和の横浜」（左）・
報告書「横浜・関東大震災の記憶」（右）〉

【展示会・講演会のお知らせ】
　横浜市史資料室では、写真パネル展示会『戦
後横浜の復興を支えた文化人たち－牧野勲を
めぐる人々－』を開催いたします。
会期：2010年11月29日（月）～1月30日（日）
休館日：12月20日（月）・年末年始・1月11日（火）
開場時間：9時30分～17時
会場：横浜市中央図書館　地下1階ホール
◎入場無料　
◎会期中、展示写真一部入替あり
＊講演会＊「牧野勲と戦後横浜の文化人たち－
牧野薊が語る父　勲」
日時：2010年12月19日（日）、13時～16
時45分（開場　12時30分）
会場：横浜市中央図書館　地下1階ホール
◎参加費無料　　◎定員200名（先着順）
〈第一部〉13：00～14：30　
スライド上映「牧野勲と戦後横浜の文化人たち」
　解説：羽田博昭（横浜市史資料室調査研究員）
〈第二部〉14：45～16：45
　「父　勲を語る」牧野薊氏　
お問い合わせは：045-251-3260（横浜市史
資料室）

【市史資料室展示コーナーのご案内】
　展示コーナーでは、「旧公図」（磯子区杉田・複製
見本）、及び横浜の空襲と戦災関連資料より「歴史双
六」・「興亜双六」の2点を展示中です。（11月29
日以降、展示替え予定）どうぞご覧ください。

◇ 第 8 号 の 訂 正 ◇
『市史通信』第8号11ページ最終行
　　　　　　　→（吉田　律人）挿入

『
報
告
書　

横
浜
・
関
東
大
震
災
の
記
憶
』

横
浜
市
史
資
料
室
で
は
、
震
災
復
興
八
〇
周

年
記
念
企
画
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
展
示
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
横
浜
・
関
東
大
震
災
の
記
憶
」（
会

期
：
平
成
二
二
年
二
月
一日
～
三
月
二
八
日
）
の
成

果
を
、
こ
の
た
び
報
告
書
と
し
て
刊
行
い
た
し
ま

し
た
。
報
告
書
で
は
横
浜
の
関
東
大
震
災
、
及
び

現
存
す
る
災
害
記
録
、
そ
の
継
承
や
現
況
、
今

後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

本
書
に
は
、
展
示
会
に
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
、

前
川
謙
三
撮
影
の「〔
関
東
大
震
災
関
係
写
真
帖
〕」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
写
真
全
点
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
写
真
は
そ
れ
ぞ
れ
の
番
号
に
よ
り
、
横
浜
市

の
地
図
上
で
、
撮
影
地
点
の
確
認
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、「
基
本
情
報一覧
表
」
に
よ
り
、

撮
影
時
期
や
現
在
の
状
況
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
建
物
が
崩
れ
、
瓦
礫
と
化
し
た
横
浜
を
写
し

た
写
真
か
ら
は
震
災
の
被
害
と
そ
の
激
し
さ
が
感

じ
取
れ
、
改
め
て
地
震
の
恐
ろ
し
さ
、
復
興
を
遂

げ
た
人
々
の
努
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
期
中
の
二
月
一三
日
に
開
催
し
ま
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
横
浜
・
関
東
大
震
災
の
記
憶
」（【
協

力
】
横
浜
開
港
資
料
館
・
横
浜
都
市
発
展
記
念

館
）
の
記
録
も
収
録
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
基

調
講
演
：
今
井
清
一氏
「
横
浜
・
関
東
大
震
災
研

究
の
現
状
」
の
内
容
が
、
表
や
図
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
横
浜
の
関
東
大
震
災
研
究
の
状

況
や
課
題
と
と
も
に
、
資
料
か
ら
震
災
罹
災
人

口
や
被
害
世
帯
数
が
挙
げ
ら
れ
、
横
浜
で
の
震
災

被
害
状
況
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

当
局
の
対
応
や
救
援
、
復
興
計
画
と
い
っ
た
震
災

後
の
横
浜
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
調
講
演
に
引
き
続
く
関
連
報
告
（「
関
東
大

震
災
の
記
録
︱
映
像
・
写
真
・
地
図
資
料
を
中

心
に
」）
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
内
容
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。
①
松
本
洋
幸
氏
「
記
録
映
画
「
横

浜
大
震
火
災
惨
状
」
に
つ
い
て
」、
②
吉
田
律
人

氏
「
写
真
記
録
「
関
東
大
震
災
関
係
写
真
帖
」

に
つ
い
て
」、
③
岡
田
直
氏
「
横
浜
・
都
市
イ
ン
フ

ラ
の
被
害
と
復
旧
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
で
は
、
現

在
継
承
さ
れ
て
い
る
震
災
の
映
像
・
写
真
・
地
図

資
料
の
紹
介
や
解
説
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
活
用

に
よ
る
震
災
研
究
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

討
論
（「
災
害
記
憶
の
継
承
方
法
」）
で
は
、
関

連
報
告
を
行
っ
た
三
氏
に
加
え
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

北
原
糸
子
氏
を
交
え
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
に
関

し
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
司
会
者

寺
嵜
弘
康
氏
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
感
想
も
新

た
に
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
資
料
紹
介
と
し
て
、『
横
浜
市
日
報
』

（
大
正
一二
年
九
月
一一日
～
一〇
月
三
一日
）・『
横
浜

貿
易
新
報
』
臨
時
号
（
大
正一二
年
九
月
一三
日
～

一〇
月
二
九
日
）の
記
事
目
録
も一覧
表
で
掲
載
し
、

震
災
直
後
の
状
況
を
記
事
見
出
し
か
ら
追
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
関
東
大
震
災
と
横
浜
の
新
聞
メ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
解
説
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
び
の
「
横
浜
・
震
災
復
興
へ
の
道
」
で
は
、

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
資
料
の
写
真
に
よ
り
、

震
災
後
の
横
浜
、
そ
の
後
復
興
へ
至
る
過
程
を
わ

か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

横
浜
の
関
東
大
震
災
を
振
り
返
り
、
知
る
た

め
の
参
考
図
書
と
し
て
、
ま
た
、
調
査
・
研
究
の

手
が
か
り
に
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
木
許
文
子
）

◆資料提供のお願い◆  昔の横浜を記録した写真やパンフレット、ポスターなどございましたらぜひご連絡ください。次世代の市民に引継ぎます。
リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　 　  
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●牧野家の人びと ●牧野家の人びと

に
桐
畑
（
旧
青
木
町
）
の
牧
野
家
で
生
ま
れ 

た
の
が
勲
で
あ
る
。
譲
は
横
浜
で
株
屋
や
コ 

ー
ヒ
ー
輸
入
な
ど
の
事
業
を
行
っ
た
。
一
家 

は
本
牧
の
家
に
住
ん
だ
が
、
後
に
磯
子
の
滝

頭
に
転
居
し
、
譲
は
そ
の
家
で
倒
れ
、
一
九 

二
六
（
大
正
一
五
）
年
六
月
に
亡
く
な
る
。

譲
一
家
と
勲
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
再
び
触

れ
る
こ
と
に
し
て
、
次
に
映
次
郎
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。
映
次
郎
は
一
八
七
二（
明
治
五
） 

年
生
ま
れ
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商

会
に
入
っ
た
後
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）

年
に
独
立
し
て
ヒ
ギ
ン
ボ
サ
ム
カ
ム
パ
ニ
ー

館
主
と
な
る
。
綿
花
雑
穀
の
輸
入
と
海
上
保

険
、
株
仲
買
を
営
ん
で
い
た
。
か
た
わ
ら
競

馬
に
も
熱
心
で
、
日
本
馬
匹
改
良
株
式
会
社

取
締
役
を
務
め
、
京
浜
競
馬
倶
楽
部
理
事
に

も
な
っ
た
（『
横
浜
成
功
名
誉
鑑
』
一
九
一 

〇
年
、
横
浜
商
況
新
報
社
）。

京
浜
競
馬
倶
楽
部
は
、
一
九
〇
六
（
明
治

三
九
）
年
に
設
立
さ
れ
、
翌
年
川
崎
競
馬
場

で
競
馬
を
開
催
し
た
。
し
か
し
、
一
九
〇
八

（
明
治
四
一
）
年
、
新
刑
法
に
基
づ
い
て
馬

券
の
発
売
が
禁
止
さ
れ
る
と
、
川
崎
競
馬
場

は
廃
止
、
京
浜
競
馬
倶
楽
部
も
一
九
一
〇
年

に
合
併
し
て
東
京
競
馬
倶
楽
部
と
な
っ
た
。

川
崎
競
馬
場
跡
地
に
は
富
士
瓦
斯
紡
績
の
工

場
が
建
設
さ
れ
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年

に
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
工
場
が
空
襲
で
焼

失
し
た
後
、
戦
後
新
た
に
川
崎
競
馬
場
が
開

設
さ
れ
る
が
、
先
の
川
崎
競
馬
場
と
は
ま
っ

た
く
系
譜
が
異
な
る
。

牧
野
家
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
開
設
当
初
の

川
崎
競
馬
場
の
他
、
池
上
競
馬
場
・
目
黒
競

馬
場
な
ど
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
く

に
、
た
っ
た
二
年
で
廃
止
さ
れ
た

川
崎
競
馬
場
観
覧
席
の
写
真
は
、

た
い
へ
ん
貴
重
と
思
わ
れ
る
。

映
次
郎
に
は
、
ハ
ナ
・
晴
（
は

れ
ー
）
ら
七
人
の
子
ど
も
た
ち
が

い
た
。
こ
の
内
、
ハ
ナ
は
曲
直
瀬

正
雄
と
結
婚
し
て
曲
直
瀬
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
を
設
立
、
そ
の
娘
美
佐

は
渡
辺
晋
と
結
婚
し
て
渡
辺
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
を
設
立
し
、
現
在
会
長
で
あ
る
。
ま
た
、

晴
は
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
で
、
戦
前
は
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
の
経
営
に
関

わ
っ
た
り
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
横
浜
で
バ

イ
オ
リ
ン
教
室
を
開
い
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
映
次
郎
は
貿
易
商
と
し
て

成
功
し
、
名
士
の
集
ま
る
競
馬
の
世
界
で
も

一
定
の
地
位
を
築
き
、
そ
の
一
族
は
華
や
か

な
芸
能
・
音
楽
の
世
界
で
成
功
を
収
め
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

譲
・
映
次
郎
の
弟
金
三
郎
は
、
一
八
七
七

（
明
治
一
〇
）
年
生
ま
れ
、
ハ
ワ
イ
で
今
も

残
る
唯
一
の
日
本
語
日
刊
新
聞
『
ハ
ワ
イ
報

知
』
の
創
刊
者
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
の
歴
史
に

名
前
を
残
し
て
い
る
。日
英
両
文
に
よ
る『
牧

野
金
三
郎
伝
』
が
、
一
九
六
五
年
に
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
異
父
弟
土
屋
青
茅

の
証
言
に
よ
る
と
、
若
い
頃
は
遊
び
好
き
で

け
ん
か
早
く
、
持
て
あ
ま
し
た
兄
映
次
郎
が

ハ
ワ
イ
の
譲
の
元
へ
送
り
出
し
た
ら
し
い
。

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
ハ
ワ
イ
島

に
渡
り
、
譲
が
経
営
す
る
商
店
な
ど
に
勤
務

し
た
後
、
ホ
ノ
ル
ル
に
移
り
、
自
ら
牧
野
薬

店
を
開
業
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に

岡
村
道
枝
と
結
婚
す
る
。
兄
譲
の
帰
国
後
、

オ
ア
フ
島
砂
糖
耕
地
日
本
人
労
働
者
の
争
議

に
関
わ
り
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
三

月
に
投
獄
さ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
独
立
記
念

日
の
特
赦
に
よ
っ
て
四
ヶ
月
ほ
ど
で
出
獄
し

た（"A
 Pictorical H

istory of T
he Japanese 

in H
aw

ai

‘i 1885-1924"Bishop M
useum

 
Press.1985

）。
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年

七
月
に
は
、
母
キ
ン
危
篤
の
知
ら
せ
を
受
け

て
帰
国
す
る
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
に
ハ
ワ

イ
に
戻
っ
て
か
ら
間
も
な
く
、
一
二
月
七
日

に
『
布
哇
報
知
新
聞
』
を
創
刊
す
る
。

そ
の
後
も
、
ハ
ワ
イ
日
本
人
会
の
創
立
に

加
わ
り
、
排
日
気
運
が
高
ま
る
な
か
廃
校
の 

危
機
に
追
い
込
ま
れ
た
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
学

校
の
た
め
、
先
頭
に
立
っ
て
法
廷
闘
争
を
行 

う
な
ど
、
ハ
ワ
イ
日
系
人
の
権
利
と
地
位
を 

守
る
活
動
を
続
け
、一
九
五
三
（
昭
和
二
八
） 

年
二
月
一
七
日
に
七
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

金
三
郎
の
死
を
悼
み
、
横
浜
で
も
勲
が
中
心

と
な
っ
て
、
同
二
三
日
に
久
保
山
光
明
寺
で

追
悼
会
を
行
っ
て
い
る
（『
神
奈
川
新
聞
』

一
九
五
三
年
二
月
一
九
日
）。

譲
と
勲

譲
の
記
録
は
、
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。

『
牧
野
金
三
郎
伝
』
を
見
る
と
、
金
三
郎
の

兄
で
あ
る
譲
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
証
言
も

多
い
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
譲
は
た
い
へ
ん 

親
切
で
面
倒
見
の
よ
い
人
格
者
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
ナ
ア
レ
フ
耕
地
の
人
び
と
は
皆
何
か

に
つ
け
て
譲
に
相
談
し
、
譲
の
世
話
に
な
っ 

た
と
い
う
。
ま
た
、一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
） 

年
の
ナ
ア
レ
フ
本
願
寺
創
建
に
、
譲
は
初
代

信
徒
総
代
と
し
て
尽
力
し
た
ら
し
い
。

弟
の
金
三
郎
が
若
い
頃
は
や
ん
ち
ゃ
で
、

後
に
は
争
議
や
法
廷
闘
争
の
先
頭
に
立
つ
な

ど
派
手
な
動
き
の
目
立
つ
の
と
は
対
照
的

に
、
譲
は
人
の
前
で
目
立
つ
こ
と
よ
り
も
、

一
歩
引
い
て
人
の
面
倒
を
見
る
こ
と
で
信
頼

を
得
て
い
た
よ
う
だ
。
目
立
た
ず
面
倒
見
の

よ
い
と
こ
ろ
は
、
様
々
な
団
体
や
文
化
行
事

の
世
話
役
を
引
き
受
け
て
い
た
勲
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

譲
が
ハ
ワ
イ
の
邦
人
母
国
観
光
団
を
招
致

し
た
の
も
、
事
業
と
し
て
で
は
あ
っ
た
ろ
う

が
、
ハ
ワ
イ
時
代
の
面
倒
見
の
良
さ
が
生
か

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
勲
に
よ
れ
ば
、
ハ
ワ

イ
邦
人
母
国
観
光
団
の
第
一
回
は
一
九
一
二

（
明
治
四
五
）
年
四
月
の
こ
と
で
、
譲
が
始

め
た
こ
と
だ
っ
た
と
い
う（
牧
野
イ
サ
オ『
馬 

頸
楼
雑
記
』）。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
日
本
の
受 

入
側
の
こ
と
で
、
ハ
ワ
イ
日
系
人
の
歴
史
書 

に
よ
れ
ば
ハ
ワ
イ
側
の
主
催
者
は
田
阪
養
吉
、 

日
布
時
事
他
日
本
語
新
聞
が
賛
同
者
と
な
っ

て
い
る
。
同
書
掲
載
の
母
国
観
光
団
の
写
真

中
に
は
、
譲
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き 

る（"A
 Pictorical H

istory of T
he Japanese 

in H
aw

ai

‘i 1885-1924"

）。
ま
た
、
先
の
牧

野
家
ア
ル
バ
ム
の
な
か
に
も
、
邦
人
観
光
団

ら
し
き
集
合
写
真
が
何
枚
か
あ
り
、
い
ず
れ

も
そ
の
中
に
譲
の
姿
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
譲
の
人
柄
は
、
家
族
に
も
強

い
印
象
を
残
し
た
。
勲
は
「
パ
パ
の
ス
ペ
シ 

ャ
ル
・
メ
ニ
ュ
ー
」
と
題
し
て
、
父
の
人
柄

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
き
残
し
て
い

る
（『
馬
頸
楼
雑
記
』）。
一
九
二
六
（
大
正 

一
五
）
年
、
譲
が
脳
溢
血
で
倒
れ
た
と
知
ら 

せ
を
受
け
て
、
外
出
先
か
ら
慌
て
て
家
に
戻 

っ
た
勲
は
、
客
間
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
並
べ 

ら
れ
た
料
理
の
数
々
を
眼
に
し
た
。
オ
ー
ド 

ブ
ル
や
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
な
ど
が
、
き
れ
い

に
盛
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
ハ
ワ
イ

の
叔
父
金
三
郎
の
元
へ
向
か

う
兄
穣
の
た
め
に
、「
パ
パ
」

譲
が
自
ら
料
理
し
た
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
。

譲
は
、
そ
の
ま
ま
眼
を
覚
ま

す
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
。

こ
の
と
き
勲
は
、
伊
勢
佐

木
町
の
オ
デ
ヲ
ン
座
に
い

た
。
勲
は
本
牧
の
家
か
ら
北

仲
通
に
あ
っ
た
横
浜
小
学
校

に
通
い
、
そ
の
頃
か
ら
伊
勢

佐
木
町
に
出
入
り
し
始
め
、
関
東
学
院
時
代

に
は
本
格
的
な
「
伊
勢
ブ
ラ
党
」
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
。
本
屋
や
映
画
館
に
通
い
詰
め

た
ら
し
い
。

一
方
、父
譲
は
『
横
浜
毎
朝
新
報
』
に
「
海

港
夜
話
」
と
い
う
連
載
を
持
つ
な
ど
文
筆
の

才
も
発
揮
し
た
が
、
兄
穣
も
ハ
ワ
イ
に
渡
る

ま
で
『
横
浜
毎
朝
新
報
』
の
記
者
を
し
て
い

た
。
勲
は
関
東
学
院
を
卒
業
し
て
か
ら
、
母

方
の
親
戚
で
も
あ
る
映
画
カ
メ
ラ
マ
ン
ヘ
ン

リ
ー
・
小
谷
の
助
手
を
二
年
ほ
ど
務
め
て
い

た
。
そ
の
後
、
兄
の
跡
を
継
い
で
、『
横
浜

毎
朝
新
報
』
の
記
者
と
な
る
。

さ
ら
に
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
か
ら

三
二
年
頃
に
勲
は
、
い
と
こ
の
晴
が
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
し
て
い
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務

め
、
広
報
誌
『
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
』
の
編
輯

兼
印
刷
発
行
人
に
も
な
っ
て
い
る
（
以
下
、

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
「
牧
野
勲
関
係
資

料
」
に
よ
る
）。

横
浜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
一
九
二
八
年

開
業
の
ユ
ニ
オ
ン
舞
踏
場
（
山
下
町
）
と
メ 

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
舞
踏
場
（
相
生
町
）
に
始
ま 

る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
頃
、
ま
さ
に
全 

盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、 

ダ
ン
サ
ー
を
抱
え
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
風

紀
の
面
で
と
か
く
の
批
判
を
受
け
て
い
た
。

そ
こ
で
、「
舞
踏
場
ノ
健
全
ナ
ル
発
達
繁
栄

ヲ
図
」
る
た
め
、
一
九
三
一
年
に
横
浜
舞
踏

場
協
会
を
結
成
す
る
。「
営
業
主
相
互
間
ノ

無
益
ノ
闘
争
軋
轢
ヲ
避
ケ
」、「
舞
踏
手
ノ
風

紀
粛
正
」
を
目
指
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

協
会
結
成
の
動
き
は
、
四
月
八
日
の
呼
び

か
け
に
始
ま
る
。
六
月
二
一
日
に
創
立
総
会

を
開
催
し
、
太
平
洋
舞
踏
場
・
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
舞
踏
場
・
横
浜
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
ブ
ル
ー

バ
ー
ド
舞
踏
場
・
カ
ー
ル
ト
ン
舞
踏
場
が
参

加
し
て
結
成
さ
れ
た
。

す
で
に
一
九
二
八
年
に
は
舞
踏
場
取
締
規

則
が
制
定
さ
れ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
許
可

制
と
な
り
、
警
察
の
取
締
対
象
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
創
立
趣
意
書
に
お
い
て
も

「
監
督
官
庁
指
導
ノ
下
ニ
」
と
う
た
っ
て
い

る
。
ま
た
、
創
立
総
会
の
後
、
改
め
て
七
月

一
日
に
加
賀
町
警
察
署
で
発
会
式
を
開
催
し

て
い
る
。
協
会
結
成
の
背
後
に
は
、
警
察
の

指
導
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
全
盛
期
を
迎
え
る
な
か
で
も
、

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
対
す
る
統
制
は
徐
々
に
強

ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年 

九
月
の
満
州
事
変
を
経
て
、
一
九 

三
七
（
昭
和
一
二
）年
七
月
の
日
中 

戦
争
勃
発
以
降
一
九
四
〇
年
ま
で

の
間
に
、
横
浜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

は
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
っ
た
。

北
林
透
馬
と
牧
野
勲

一
九
三
〇
年
、
中
央
公
論
社
が

完成間もなくの川崎競馬場観覧席　1907年頃
牧野勲関係資料（横浜市史資料室所蔵）
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●牧野家の人びと ●牧野家の人びと

に
桐
畑
（
旧
青
木
町
）
の
牧
野
家
で
生
ま
れ 

た
の
が
勲
で
あ
る
。
譲
は
横
浜
で
株
屋
や
コ 

ー
ヒ
ー
輸
入
な
ど
の
事
業
を
行
っ
た
。
一
家 

は
本
牧
の
家
に
住
ん
だ
が
、
後
に
磯
子
の
滝

頭
に
転
居
し
、
譲
は
そ
の
家
で
倒
れ
、
一
九 

二
六
（
大
正
一
五
）
年
六
月
に
亡
く
な
る
。

譲
一
家
と
勲
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
再
び
触

れ
る
こ
と
に
し
て
、
次
に
映
次
郎
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。
映
次
郎
は
一
八
七
二（
明
治
五
） 

年
生
ま
れ
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商

会
に
入
っ
た
後
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）

年
に
独
立
し
て
ヒ
ギ
ン
ボ
サ
ム
カ
ム
パ
ニ
ー

館
主
と
な
る
。
綿
花
雑
穀
の
輸
入
と
海
上
保

険
、
株
仲
買
を
営
ん
で
い
た
。
か
た
わ
ら
競

馬
に
も
熱
心
で
、
日
本
馬
匹
改
良
株
式
会
社

取
締
役
を
務
め
、
京
浜
競
馬
倶
楽
部
理
事
に

も
な
っ
た
（『
横
浜
成
功
名
誉
鑑
』
一
九
一 

〇
年
、
横
浜
商
況
新
報
社
）。

京
浜
競
馬
倶
楽
部
は
、
一
九
〇
六
（
明
治

三
九
）
年
に
設
立
さ
れ
、
翌
年
川
崎
競
馬
場

で
競
馬
を
開
催
し
た
。
し
か
し
、
一
九
〇
八

（
明
治
四
一
）
年
、
新
刑
法
に
基
づ
い
て
馬

券
の
発
売
が
禁
止
さ
れ
る
と
、
川
崎
競
馬
場

は
廃
止
、
京
浜
競
馬
倶
楽
部
も
一
九
一
〇
年

に
合
併
し
て
東
京
競
馬
倶
楽
部
と
な
っ
た
。

川
崎
競
馬
場
跡
地
に
は
富
士
瓦
斯
紡
績
の
工

場
が
建
設
さ
れ
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年

に
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
工
場
が
空
襲
で
焼

失
し
た
後
、
戦
後
新
た
に
川
崎
競
馬
場
が
開

設
さ
れ
る
が
、
先
の
川
崎
競
馬
場
と
は
ま
っ

た
く
系
譜
が
異
な
る
。

牧
野
家
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
開
設
当
初
の

川
崎
競
馬
場
の
他
、
池
上
競
馬
場
・
目
黒
競

馬
場
な
ど
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
く

に
、
た
っ
た
二
年
で
廃
止
さ
れ
た

川
崎
競
馬
場
観
覧
席
の
写
真
は
、

た
い
へ
ん
貴
重
と
思
わ
れ
る
。

映
次
郎
に
は
、
ハ
ナ
・
晴
（
は

れ
ー
）
ら
七
人
の
子
ど
も
た
ち
が

い
た
。
こ
の
内
、
ハ
ナ
は
曲
直
瀬

正
雄
と
結
婚
し
て
曲
直
瀬
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
を
設
立
、
そ
の
娘
美
佐

は
渡
辺
晋
と
結
婚
し
て
渡
辺
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
を
設
立
し
、
現
在
会
長
で
あ
る
。
ま
た
、

晴
は
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
で
、
戦
前
は
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
の
経
営
に
関

わ
っ
た
り
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
横
浜
で
バ

イ
オ
リ
ン
教
室
を
開
い
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
映
次
郎
は
貿
易
商
と
し
て

成
功
し
、
名
士
の
集
ま
る
競
馬
の
世
界
で
も

一
定
の
地
位
を
築
き
、
そ
の
一
族
は
華
や
か

な
芸
能
・
音
楽
の
世
界
で
成
功
を
収
め
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

譲
・
映
次
郎
の
弟
金
三
郎
は
、
一
八
七
七

（
明
治
一
〇
）
年
生
ま
れ
、
ハ
ワ
イ
で
今
も

残
る
唯
一
の
日
本
語
日
刊
新
聞
『
ハ
ワ
イ
報

知
』
の
創
刊
者
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
の
歴
史
に

名
前
を
残
し
て
い
る
。日
英
両
文
に
よ
る『
牧

野
金
三
郎
伝
』
が
、
一
九
六
五
年
に
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
異
父
弟
土
屋
青
茅

の
証
言
に
よ
る
と
、
若
い
頃
は
遊
び
好
き
で

け
ん
か
早
く
、
持
て
あ
ま
し
た
兄
映
次
郎
が

ハ
ワ
イ
の
譲
の
元
へ
送
り
出
し
た
ら
し
い
。

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
ハ
ワ
イ
島

に
渡
り
、
譲
が
経
営
す
る
商
店
な
ど
に
勤
務

し
た
後
、
ホ
ノ
ル
ル
に
移
り
、
自
ら
牧
野
薬

店
を
開
業
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に

岡
村
道
枝
と
結
婚
す
る
。
兄
譲
の
帰
国
後
、

オ
ア
フ
島
砂
糖
耕
地
日
本
人
労
働
者
の
争
議

に
関
わ
り
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
三

月
に
投
獄
さ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
独
立
記
念

日
の
特
赦
に
よ
っ
て
四
ヶ
月
ほ
ど
で
出
獄
し

た（"A
 Pictorical H

istory of T
he Japanese 

in H
aw

ai

‘i 1885-1924"Bishop M
useum

 
Press.1985

）。
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年

七
月
に
は
、
母
キ
ン
危
篤
の
知
ら
せ
を
受
け

て
帰
国
す
る
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
に
ハ
ワ

イ
に
戻
っ
て
か
ら
間
も
な
く
、
一
二
月
七
日

に
『
布
哇
報
知
新
聞
』
を
創
刊
す
る
。

そ
の
後
も
、
ハ
ワ
イ
日
本
人
会
の
創
立
に

加
わ
り
、
排
日
気
運
が
高
ま
る
な
か
廃
校
の 

危
機
に
追
い
込
ま
れ
た
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
学

校
の
た
め
、
先
頭
に
立
っ
て
法
廷
闘
争
を
行 

う
な
ど
、
ハ
ワ
イ
日
系
人
の
権
利
と
地
位
を 

守
る
活
動
を
続
け
、一
九
五
三
（
昭
和
二
八
） 

年
二
月
一
七
日
に
七
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

金
三
郎
の
死
を
悼
み
、
横
浜
で
も
勲
が
中
心

と
な
っ
て
、
同
二
三
日
に
久
保
山
光
明
寺
で

追
悼
会
を
行
っ
て
い
る
（『
神
奈
川
新
聞
』

一
九
五
三
年
二
月
一
九
日
）。

譲
と
勲

譲
の
記
録
は
、
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。

『
牧
野
金
三
郎
伝
』
を
見
る
と
、
金
三
郎
の

兄
で
あ
る
譲
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
証
言
も

多
い
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
譲
は
た
い
へ
ん 

親
切
で
面
倒
見
の
よ
い
人
格
者
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
ナ
ア
レ
フ
耕
地
の
人
び
と
は
皆
何
か

に
つ
け
て
譲
に
相
談
し
、
譲
の
世
話
に
な
っ 

た
と
い
う
。
ま
た
、一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
） 

年
の
ナ
ア
レ
フ
本
願
寺
創
建
に
、
譲
は
初
代

信
徒
総
代
と
し
て
尽
力
し
た
ら
し
い
。

弟
の
金
三
郎
が
若
い
頃
は
や
ん
ち
ゃ
で
、

後
に
は
争
議
や
法
廷
闘
争
の
先
頭
に
立
つ
な

ど
派
手
な
動
き
の
目
立
つ
の
と
は
対
照
的

に
、
譲
は
人
の
前
で
目
立
つ
こ
と
よ
り
も
、

一
歩
引
い
て
人
の
面
倒
を
見
る
こ
と
で
信
頼

を
得
て
い
た
よ
う
だ
。
目
立
た
ず
面
倒
見
の

よ
い
と
こ
ろ
は
、
様
々
な
団
体
や
文
化
行
事

の
世
話
役
を
引
き
受
け
て
い
た
勲
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

譲
が
ハ
ワ
イ
の
邦
人
母
国
観
光
団
を
招
致

し
た
の
も
、
事
業
と
し
て
で
は
あ
っ
た
ろ
う

が
、
ハ
ワ
イ
時
代
の
面
倒
見
の
良
さ
が
生
か

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
勲
に
よ
れ
ば
、
ハ
ワ

イ
邦
人
母
国
観
光
団
の
第
一
回
は
一
九
一
二

（
明
治
四
五
）
年
四
月
の
こ
と
で
、
譲
が
始

め
た
こ
と
だ
っ
た
と
い
う（
牧
野
イ
サ
オ『
馬 

頸
楼
雑
記
』）。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
日
本
の
受 

入
側
の
こ
と
で
、
ハ
ワ
イ
日
系
人
の
歴
史
書 

に
よ
れ
ば
ハ
ワ
イ
側
の
主
催
者
は
田
阪
養
吉
、 

日
布
時
事
他
日
本
語
新
聞
が
賛
同
者
と
な
っ

て
い
る
。
同
書
掲
載
の
母
国
観
光
団
の
写
真

中
に
は
、
譲
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き 

る（"A
 Pictorical H

istory of T
he Japanese 

in H
aw

ai

‘i 1885-1924"

）。
ま
た
、
先
の
牧

野
家
ア
ル
バ
ム
の
な
か
に
も
、
邦
人
観
光
団

ら
し
き
集
合
写
真
が
何
枚
か
あ
り
、
い
ず
れ

も
そ
の
中
に
譲
の
姿
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
譲
の
人
柄
は
、
家
族
に
も
強

い
印
象
を
残
し
た
。
勲
は
「
パ
パ
の
ス
ペ
シ 

ャ
ル
・
メ
ニ
ュ
ー
」
と
題
し
て
、
父
の
人
柄

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
き
残
し
て
い

る
（『
馬
頸
楼
雑
記
』）。
一
九
二
六
（
大
正 

一
五
）
年
、
譲
が
脳
溢
血
で
倒
れ
た
と
知
ら 

せ
を
受
け
て
、
外
出
先
か
ら
慌
て
て
家
に
戻 

っ
た
勲
は
、
客
間
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
並
べ 

ら
れ
た
料
理
の
数
々
を
眼
に
し
た
。
オ
ー
ド 

ブ
ル
や
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
な
ど
が
、
き
れ
い

に
盛
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
ハ
ワ
イ

の
叔
父
金
三
郎
の
元
へ
向
か

う
兄
穣
の
た
め
に
、「
パ
パ
」

譲
が
自
ら
料
理
し
た
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
。

譲
は
、
そ
の
ま
ま
眼
を
覚
ま

す
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
。

こ
の
と
き
勲
は
、
伊
勢
佐

木
町
の
オ
デ
ヲ
ン
座
に
い

た
。
勲
は
本
牧
の
家
か
ら
北

仲
通
に
あ
っ
た
横
浜
小
学
校

に
通
い
、
そ
の
頃
か
ら
伊
勢

佐
木
町
に
出
入
り
し
始
め
、
関
東
学
院
時
代

に
は
本
格
的
な
「
伊
勢
ブ
ラ
党
」
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
。
本
屋
や
映
画
館
に
通
い
詰
め

た
ら
し
い
。

一
方
、父
譲
は
『
横
浜
毎
朝
新
報
』
に
「
海

港
夜
話
」
と
い
う
連
載
を
持
つ
な
ど
文
筆
の

才
も
発
揮
し
た
が
、
兄
穣
も
ハ
ワ
イ
に
渡
る

ま
で
『
横
浜
毎
朝
新
報
』
の
記
者
を
し
て
い

た
。
勲
は
関
東
学
院
を
卒
業
し
て
か
ら
、
母

方
の
親
戚
で
も
あ
る
映
画
カ
メ
ラ
マ
ン
ヘ
ン

リ
ー
・
小
谷
の
助
手
を
二
年
ほ
ど
務
め
て
い

た
。
そ
の
後
、
兄
の
跡
を
継
い
で
、『
横
浜

毎
朝
新
報
』
の
記
者
と
な
る
。

さ
ら
に
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
か
ら

三
二
年
頃
に
勲
は
、
い
と
こ
の
晴
が
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
し
て
い
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務

め
、
広
報
誌
『
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
』
の
編
輯

兼
印
刷
発
行
人
に
も
な
っ
て
い
る
（
以
下
、

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
「
牧
野
勲
関
係
資

料
」
に
よ
る
）。

横
浜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
一
九
二
八
年

開
業
の
ユ
ニ
オ
ン
舞
踏
場
（
山
下
町
）
と
メ 

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
舞
踏
場
（
相
生
町
）
に
始
ま 

る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
頃
、
ま
さ
に
全 

盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、 

ダ
ン
サ
ー
を
抱
え
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
風

紀
の
面
で
と
か
く
の
批
判
を
受
け
て
い
た
。

そ
こ
で
、「
舞
踏
場
ノ
健
全
ナ
ル
発
達
繁
栄

ヲ
図
」
る
た
め
、
一
九
三
一
年
に
横
浜
舞
踏

場
協
会
を
結
成
す
る
。「
営
業
主
相
互
間
ノ

無
益
ノ
闘
争
軋
轢
ヲ
避
ケ
」、「
舞
踏
手
ノ
風

紀
粛
正
」
を
目
指
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

協
会
結
成
の
動
き
は
、
四
月
八
日
の
呼
び

か
け
に
始
ま
る
。
六
月
二
一
日
に
創
立
総
会

を
開
催
し
、
太
平
洋
舞
踏
場
・
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
舞
踏
場
・
横
浜
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
ブ
ル
ー

バ
ー
ド
舞
踏
場
・
カ
ー
ル
ト
ン
舞
踏
場
が
参

加
し
て
結
成
さ
れ
た
。

す
で
に
一
九
二
八
年
に
は
舞
踏
場
取
締
規

則
が
制
定
さ
れ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
許
可

制
と
な
り
、
警
察
の
取
締
対
象
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
創
立
趣
意
書
に
お
い
て
も

「
監
督
官
庁
指
導
ノ
下
ニ
」
と
う
た
っ
て
い

る
。
ま
た
、
創
立
総
会
の
後
、
改
め
て
七
月

一
日
に
加
賀
町
警
察
署
で
発
会
式
を
開
催
し

て
い
る
。
協
会
結
成
の
背
後
に
は
、
警
察
の

指
導
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
全
盛
期
を
迎
え
る
な
か
で
も
、

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
対
す
る
統
制
は
徐
々
に
強

ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年 

九
月
の
満
州
事
変
を
経
て
、
一
九 

三
七
（
昭
和
一
二
）年
七
月
の
日
中 

戦
争
勃
発
以
降
一
九
四
〇
年
ま
で

の
間
に
、
横
浜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

は
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
っ
た
。

北
林
透
馬
と
牧
野
勲

一
九
三
〇
年
、
中
央
公
論
社
が
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●東京市の魚不買争議と横浜 ●牧野家の人びと

募
集
し
た
文
壇
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
に
、
北
林

透
馬
の
「
街
の
国
際
娘
」
が
入
選
、
話
題

と
な
っ
た
。
北
林
は
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
第
一
号

と
言
わ
れ
、
一
躍
人
気
作
家
と
な
る
。
北
林

は
そ
の
後
も
横
浜
を
出
る
こ
と
は
な
く
、
山

手
の
自
宅
に
住
ん
で
文
学
少
女
た
ち
に
取
り

巻
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
頃
、
牧
野
勲

と
篠
田
丙
馬
が
常
に
北
林
に
寄
り
添
っ
て
い

た
と
、
後
の
北
林
夫
人
余
志
子
が
書
い
て
い

る
（『
横
浜
文
芸
懇
話
会
会
報
』
第
三
号
、

一
九
七
二
年
七
月
三
一
日
）。

北
林
と
牧
野
の
そ
も
そ
も
の
出
会
い
は
定

か
で
は
な
い
が
、
二
人
が
横
浜
の
華
や
か
な

モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
の
な
か
に
い
た
こ
と
は
確

か
だ
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
一
九
三
三
年
夏

に
、
二
人
を
中
心
に
海
港
文
学
の
会
が
結
成

さ
れ
る
（
佃
実
夫
編
『
神
奈
川
人
物
風
土
記
』

昭
和
書
院
、
一
九
七
三
年
）。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
直
後
に
牧
野
は
満
州
の
奉
天
毎
日
新
聞

社
に
招
か
れ
て
、
編
集
局
長
に
就
任
す
る
。

牧
野
が
満
州
に
渡
っ
た
こ
と
で
、
海
港
文
学

の
会
は
い
っ
た
ん
休
止
状
態
と
な
る
。

そ
の
頃
の
満
州
は
、「
開
港
当
時
の
ヨ
コ

ハ
マ
を
し
の
ば
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
」
と
い

う
（『
馬
頸
楼
雑
記
』）。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で

も
、「
横
浜
の
ホ
ー
ル
が
引
っ
越
し
た
の
で

は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、「
バ
ン
ド

メ
ン
、
ダ
ン
サ
ー
、
ダ
ン
ス
教
師
に
な
じ
み

の
顔
が
な
ら
ん
で
い
た
」。
戦
後
牧
野
た
ち

が
始
め
た
文
化
行
事
に
た
び
た
び
顔
を
出
す

小
生
夢
坊
と
も
、
満
州
で
出
会
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
牧
野
は
満
州
で
体
調
を
崩

し
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
い
っ

た
ん
帰
国
す
る
。
そ
し
て
、
横
浜
で
布
哇
報

知
極
東
総
局
長
と
な
り
、
翌
年
に
は
布
哇
報

知
の
従
軍
記
者
と
し
て
、
再
び
中
国
大
陸
に

渡
る
。
帰
国
後
の
一
九
三
八
年
四
月
、
ハ
ワ

イ
か
ら
皇
軍
傷
病
兵
慰
問
団
が
や
っ
て
来
る

と
、
牧
野
が
日
本
各
地
を
案
内
し
た
（『
馬

頸
楼
雑
記
』）。
皇
軍
傷
病
兵
慰
問
団
の
旗
を

手
に
し
て
の
記
念
写
真
が
、
牧
野
家
の
ア
ル

バ
ム
に
残
さ
れ
て
い
る
。
場
所
は
、
鎌
倉
の

鶴
岡
八
幡
宮
と
皇
居
で
あ
る
。
牧
野
勲
も
、

端
の
方
に
写
り
込
ん
で
い
る
。

こ
の
間
に
も
、「「
海
港
文
学
の
会
」
の
企

画
が
徐
々
に
再
燃
し
て
い
っ
た
」ら
し
く（
篠

原
あ
や
「
神
奈
川
新
聞
社
と
の
五
〇
年
〈
海

港
文
学
の
会
〉」『
横
浜
文
芸
懇
話
会
会
報
』

第
六
二
号
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
一
四
日
）、

ま
ず
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
一
月
に
北

林
・
牧
野
を
中
心
に
海
港
文
学
の
会
を
結
成

し
た
（
新
聞
報
道
で
は
名
称
は
海
港
文
学
研

究
会
）。
そ
し
て
、
こ
れ
を
さ
ら
に
横
浜
の

「
文
学
青
年
少
女
」
に
ひ
ろ
げ
よ
う
と
、
三

月
一
〇
日
に
横
浜
桟
橋
帝
国
ホ
テ
ル
食
堂
で

創
立
茶
話
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た（『
横

浜
貿
易
新
報
』
三
月
五
日
）。
事
務
所
は
南

仲
通
三
丁
目
に
置
か
れ
た
が
、
そ
こ
は
布
哇

報
知
新
聞
の
横
浜
通
信
部
で
あ
っ
た
（『
横

浜
貿
易
新
報
』
三
月
六
日
）。

三
月
一
〇
日
当
日
は
、
四
〇
人
以
上
の
文

学
青
年
少
女
が
集
い
、
矢
野
目
源
一
・
安
田

樹
四
郎
ら
文
学
者
・
作
家
も
出
席
し
て
盛
会

で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
日
、
横
浜
貿
易
新

報
社
か
ら
学
芸
欄
を
同
会
に
提
供
し
た
い
と

提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
（『
横
貿
』
三

月
一
一
日
）。
す
で
に
日
中
戦
争
が
始
ま
っ

て
戦
時
統
制
が
強
ま
り
、
用
紙
不
足
で
機
関

誌
の
発
行
も
望
め
な
い
会
側
の
状
況
と
、
三

宅
磐
死
去
後
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
学
芸
欄
の

担
当
者
も
雇
え
な
い
と
い
う
横
貿
側
の
事
情

が
、
一
致
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

学
芸
欄
は
、
北
林
透
馬
の
責
任
編
集
の

下
、
一
五
日
か
ら
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
（『
横
貿
』
三
月
一
三
日
）
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
一
五
日
付
の
紙
面
は
見
つ
か
っ
て
お

ら
ず
、
一
六
日
か
ら
七
月
二
六
日
ま
で
の
学

芸
欄
紙
面
が
確
認
で
き
る
。
内
容
は
、
作
品

の
募
集
・
発
表
と
情
報
が
主
で
あ
っ
た
。
編

集
の
実
務
は
牧
野
勲
が
、
会
の
運
営
実
務
は

井
上
薫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
実
際
に
は
担
当
し
て

い
た
ら
し
い
。
戦
時
体
制
が
強
ま
っ
て
い
く

な
か
で
、
海
港
文
学
の
会
の
活
動
は
こ
の
学

芸
欄
の
編
集
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
だ
。

北
林
は
一
九
四
一
年
一
一
月
に
報
道
班
員

と
し
て
徴
用
さ
れ
、
南
方
で
日
米
開
戦
を
迎

え
る
。
日
本
に
帰
国
後
は
横
浜
で
過
ご
し
、

横
浜
大
空
襲
で
自
宅
が
焼
失
し
て
い
る
。
ま 

た
、牧
野
も
再
び
奉
天
毎
日
新
聞
に
招
か
れ
、 

満
州
に
渡
る
。
そ
の
後
、
牧
野
は
い
く
つ
か

新
聞
を
渡
り
歩
き
、
一
九
四
四
年
頃
に
は
北

京
の
『
東
亜
新
聞
』
に
入
っ
た
。
そ
し
て
戦

争
が
終
わ
る
と
、
中
国
政
府
の
意
向
で
『
河

北
日
報
』
の
記
者
に
従
事
し
、
翌
一
九
四
六

（
昭
和
二
一
）
年
に
北
京
か
ら
帰
国
す
る
。

帰
国
後
の
牧
野
は
、
日
本
社
会
党
の
機
関

紙
編
集
に
た
ず
さ
わ
る
が
、
安
月
給
の
た
め

に
賃
上
げ
を
要
求
し
て
「
ク
ビ
に
な
っ
た
」

と
い
う
（『
馬
頸
楼
雑
記
』）。
そ
こ
で
、
翌

一
九
四
七
年
初
夏
、
尾
上
町
に
三
春
と
い
う

喫
茶
店
を
開
店
す
る
。
こ
れ
が
、
後
の
文
化

サ
ロ
ン
ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
の
そ
も
そ
も
の
始
ま

り
だ
っ
た
。
同
年
一
〇
月
一
日
に
横
浜
で
発

行
さ
れ
た
、『
ダ
ン
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
』
第
一

号
と
い
う
雑
誌
が
残
さ
れ
て
い
る
（「
牧
野

勲
関
係
資
料
」）。
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
家
の
た

め
の
雑
誌
で
、
牧
野
が
編
集
顧
問
に
就
い
て

い
る
。
開
店
間
も
な
い
三
春
の
広
告
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、「
ダ
ン
ス
フ
ァ
ン
と
音
楽
家

の
ク
ラ
ブ
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
牧

野
と
北
林
が
短
文
の
随
筆
を
掲
載
し
て
い
る
。

三
春
は
や
が
て
、一
九
五
三
（
昭
和
二
八
） 

年
一
〇
月
九
日
に
港
町
五
丁
目
に
移
転
、
店

名
も
ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
と
改
め
る
。
こ
の
間

一
九
四
九
年
頃
、
牧
野
は
ハ
ワ
イ
報
知
の
支

局
を
置
き
、
特
置
員
と
し
て
記
事
を
送
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
喫
茶
店
店
主
と
し
て
牧
野

は
、
戦
後
再
建
さ
れ
た
加
賀
料
理
飲
食
喫
茶

業
組
合
の
副
組
合
長
と
な
り
、
一
九
五
〇
年

か
ら
五
年
間
横
浜
商
工
会
議
所
の
議
員
と
な

る
。
こ
の
こ
と
が
、牧
野
が
北
林
と
組
ん
で
、

様
々
な
文
化
行
事
を
企
画
す
る
出
発
点
と
も

な
っ
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　
（
羽
田
博
昭
）

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
公
布
施
行
さ

れ
た
中
央
卸
売
市
場
法
は
、
指
定
区
域
に
主

に
公
設
に
よ
り
卸
売
市
場
を
設
置
し
、
公

正
・
適
正
な
市
場
取
引
の
実
行
を
目
的
と
し

た
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
市
場
の
廃
止
や
出

荷
・
買
い
出
し
の
慣
行
や
経
路
等
の
変
更
を

伴
っ
た
た
め
、
設
置
ま
で
に
様
々
な
問
題
が

惹
起
し
た
。

横
浜
市
で
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年 

に
中
央
卸
売
市
場
が
開
場
し
た
。
開
場
当
初 

の
二
月
か
ら
、
青
果
部
が
業
務
を
開
始
し
た 

の
に
対
し
、魚
類
部
は
業
務
を
開
始
で
き
ず
、 

業
務
開
始
は
一
〇
月
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

既
存
市
場
の
整
理
等
に
手
間
取
っ
た
た
め
で

あ
っ
た
。
青
果
部
も
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け 

で
は
な
く
、
既
存
市
場
の
収
容
や
手
数
料
な 

ど
に
つ
い
て
大
き
な
議
論
と
な
っ
て
お
り
、 

当
初
の
予
定
期
日
よ
り
も
開
場
は
遅
れ
た
。

横
浜
市
よ
り
遅
れ
る
こ
と
四
年
、三
五（
昭

和
一
〇
）
年
に
中
央
卸
売
市
場
を
開
場
し
た 

東
京
市
は
、横
浜
市
の
人
口
の
約
八
･
三
倍
、 

江
戸
時
代
か
ら
巨
大
市
場
が
存
在
し
て
い
た

た
め
、
関
わ
っ
て
い
る
人
数
も
多
く
、
諸
権

利
、
取
引
慣
行
な
ど
も
複
雑
で
あ
っ
た
。
開

場
ま
で
の
過
程
で
、
問
題
は
と
き
に
政
治
問

題
化
し
、
ま
た
、
大
き
な
争
議
も
引
き
起
こ

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
横
浜
市
中
央
卸

売
市
場
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
問
題
の
ひ

と
つ
は
、
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
九
月
か
ら

一
〇
月
に
か
け
て
の
鮮
魚
買
出
人
（
主
に
小

売
商
）
に
よ
る
不
買
争
議
で
あ
っ
た
。

不
買
争
議
ま
で
の
概
要

不
買
争
議
は
、
中
央
卸
売
市
場
の
卸
売
人

（
卸
売
会
社
）
を
単
一
に
す
る
か
複
数
に
す

る
か
の
単
複
問
題
に
起
因
し
た
（
以
下
、『
卸

売
市
場
制
度
五
十
年
史
』
第
一
巻
、
第
二
巻

に
よ
る
）。
一
般
的
に
、
単
一
支
持
は
統
制

あ
る
取
引
を
主
張
し
、
複
数
支
持
は
独
占
の

弊
害
を
主
張
し
た
。

東
京
市
で
は
（
以
下
、
魚
市
場
に
限
る
）、

市
場
問
屋
の
大
多
数
が
単
一
制
支
持
、
生
産

者
・
小
売
商
・
消
費
者
団
体
と
一
部
の
問
屋

が
複
数
制
支
持
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
、
市
場
の
業
務
規
程
案
が
市
会
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
と
、
委
員
会
で
は

複
数
派
が
多
数
を
占
め
、
翌
三
四
年
複
数
制

の
業
務
規
程
が
可
決
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い

て
も
同
様
と
な
っ
た
。
単
一
派
は
、
単
一
制

を
支
持
し
て
い
た
商
工
省
に
認
可
し
な
い
よ

う
に
働
き
か
け
、
商
工
省
で
は
単
一
制
を
希

望
条
件
と
し
て
業
務
規
程
を
認
可
す
る
と
い

う
異
例
の
状
態
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
複
数
派
は
三
五
年
一
月
東
京
魚

問
屋
株
式
会
社
を
設
立
し
、
単
一
派
も
六
月

に
東
京
魚
市
場
株
式
会
社
を
設
立
し
業
務
申

請
を
し
た
。
結
局
、
同
年
一
〇
月
、
六
か
月

以
内
に
合
併
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
両
社
に

対
し
業
務
許
可
が
出
さ
れ
、
同
年
一
一
月
と

翌
年
一
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。

六
か
月
の
期
限
後
、
魚
市
場
株
式
会
社
は

合
併
の
決
議
を
行
っ
た
が
、
魚
問
屋
株
式
会

社
は
、
小
売
商
な
ど
の
運
動
も
あ
り
決
議
を

行
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
東
京
市
は
八
月

一
五
日
か
ら
一
か
月
の
業
務
停
止
処
分
を
決

め
、
こ
れ
に
反
発
し
た
買
出
人
は
、
築
地
市

場
へ
の
買
い
出
し
を
中
止
す
る
不
買
争
議
を

計
画
し
た
。

横
浜
側
─
争
議
開
始
ま
で

東
京
買
出
人
組
合
聯
盟
が
不
買
も
辞
さ
ず

と
の
主
張
を
し
て
い
た
八
月
中
旬
、
全
国
鮮

魚
買
出
人
組
合
聯
盟
の
副
組
合
長
な
ど
が
横

浜
市
の
鮮
魚
商
組
合
を
訪
ね
て
、
経
過
報
告

と
不
買
決
行
の
場
合
の
諒
解
を
求
め
て
き
た

（
読
売
八
・
一
八
）。
既
に
全
国
組
織
で
は
、 

六
月
の
大
会
で
合
併
反
対
を
決
議
し
て
い
た
。

横
浜
市
の
鮮
魚
小
売
商
組
合
は
、
二
六

日
理
事
会
と
代
議
員
会
を
開
き
、
不
買
実

行
の
際
の
対
策
を
協
議
し
て
い
る
（
読
売

八
・
二
七
）。
同
記
事
で
は
、「
組
合
員
の
大

多
数
が
交
友
団
体
と
し
て
又
同
業
関
係
か
ら

出
来
得
る
限
り
の
応
援
を
す
る
方
針
」
で
あ

る
た
め
、
東
京
か
ら
買
い
出
し
に
来
て
も
相

当
便
宜
が
図
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
当
局
で
も
対
策
が
協
議
さ
れ
、

加
藤
木
保
次
市
場
長
は
、
前
例
が
あ
る
の
で

売
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
荷
主
が
横

浜
に
荷
を
送
る
よ
う
に
な
る
の
で
品
不
足
に

よ
る
価
格
上
昇
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
交
通
整

理
等
に
は
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
し
て
、受
入
の
方
針
で
あ
っ
た
（
東
朝
八
・ 

二
一
）。
な
お
、
前
例
と
は
一
九
三
二
（
昭

和
七
）
年
に
起
き
た
魚
不
買
争
議
を
指
す
。

こ
の
時
は
参
加
し
な
か
っ
た
団
体
も
あ
り
短

期
間
で
終
わ
っ
た
が
、
横
浜
市
中
央
卸
売
市

場
へ
も
多
く
の
買
い
出
し
が
あ
っ
た
。

一
九
日
に
は
、
東
京
側
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
五

台
の
買
い
出
し
が
あ
り
、
試
験
的
な
も
の
と

見
ら
れ
る
と
報
道
さ
れ
た（
東
朝
八
・
二
〇
）。 

魚
問
屋
株
式
会
社
が
業
務
停
止
に
な
っ
て
か

ら
、
横
浜
以
外
に
も
千
住
・
大
森
な
ど
へ
買

い
出
し
に
向
か
っ
た
者
が
あ
り
、
散
発
的
な

不
買
運
動
は
始
ま
っ
て
い
た
（
東
日
八
・
一 

九
）。
こ
れ
に
対
し
、
横
浜
市
・
横
浜
生
魚

塩
干
株
式
会
社
（
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
の

魚
類
部
の
卸
売
人
）・
仲
買
人
組
合
な
ど
で

は
、
二
二
日
の
東
京
市
場
の
公
休
日
に
は

三
〇
台
ぐ
ら
い
、
そ
れ
以
後
も
大
規
模
な
買

い
出
し
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て
対
策
協
議
会

を
開
き
、
東
京
か
ら
の
大
規
模
な
買
い
出

し
の
際
は
、
交
通
整
理
な
ど
の
た
め
場
内

整
理
委
員
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る

（
二
一
日
、
東
朝
八
・
二
二
）。

東
京
市
の
魚
不
買
争
議
と
横
浜
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